
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオパケットとオーディオ が多重化された

を入力する入力部と、
　前記入力部により入力される第一の ストリームに多重化されたビデオパケットと
オーディオパケット の再生終了時刻の差分を計算し、該 差分に相当する

オーディオパケットを生成する第一の生成手段と、
　前記入力部により入力される第二の ストリームに多重化されたビデオパケットと
オーディオパケット の再生開始時刻の差分を計算し、該 差分に相当する

再生時にオーディオとして認識されないパケットを生成する第二の生成手段と、
　前記第一の生成手段が生成するオーディオパケットを前記第一の ストリームの後
側に追加し、 前記第二の生成
手段が生成するパケット 置換する制御部と、
を有する 。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第一の生成手段が生成したオーディオパケットを追加した前記第一
のデータストリームと、前記第二の生成手段が生成したオーディオパケットを用いて置換
した前記第二のデータストリームとを結合して新たなデータストリームを生成することを
特徴とする請求項１のデータ処理装置。
【請求項３】
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、

データ
前記第二のデータストリームの前側のオーディオパケットを

に
ことを特徴とするデータ処理装置



　前記新たなデータストリームを記録媒体に記録する記録手段をさらに有することを特徴
とする請求項２に記載のデータ処理装置。
【請求項４】
　前記入力部はビデオパケットとオーディオパケットが多重化された第一のデータストリ
ームおよび第二のデータストリームを記録媒体から読み出して入力するものであって、
　さらに前記第一の生成手段が生成するオーディオパケットを前記第一のデータストリー
ムの後側のパケットとして前記記録媒体に書き加え、前記記録媒体に記録される前記第二
のデータストリームの前側のオーディオパケットを前記第二の生成手段が生成するパケッ
トに書き換える記録手段を有することを特徴とする請求項１に記載のデータ処理装置。
【請求項５】
　ビデオパケットとオーディオパケットが多重化された第一のデータストリームおよび第
二のデータストリームを入力する入力部と、
　前記入力部により入力される第二のデータストリームに多重化されたビデオパケットと
オーディオパケットとの再生開始時刻の差分を計算し、該再生開始時刻の差分に相当する
、再生時にオーディオとして認識されないパケットを生成する生成手段と、
　前記第二のデータストリームの前側のオーディオパケットを前記生成手段が生成するパ
ケットに置換する制御部と
　前記制御部が置換した前記第二のデータストリームの前側のオーディオパケットを記録
するバッファとを有し、
　前記制御部は、前記第一のデータストリームの後側に前記バッファに記録されたオーデ
ィオパケットを追加することを特徴とするデータ処理装置。
【請求項６】
　前記入力部は前記第一のデータストリームと前記第二のデータストリームとが記録され
た記録媒体からのデータストリームを入力するものであって、
　前記記録媒体に記録される前記第二のデータストリームの前側のオーディオパケットを
前記第二の生成手段が生成するパケットに書き換え、前記バッファに記録されたオーディ
オパケットを、前記第一のデータストリームの後側のパケットとして前記記録媒体に書き
加える記録手段をさらに有することを特徴とする請求項５に記載のデータ処理装置。
【請求項７】
　映像を撮像する撮像部と、
　 映像に付随する音声を取得する音声入力部と、
　 映像と 音声

音声付動画像を編集する編集部 を備え、
　 の 入力 に、 映像のビデオパケットと 音声のオーディ
オパケットが多重化されたデータストリームを入力することを特徴とする
【請求項８】
　ビデオパケットとオーディオパケットが多重化された第一 および第
二のデータストリームを記録媒体から読み出して入力するステップと、
　 第一のデータストリームに多重化されたビデオパケット と

オーディオパケットの再生終了時刻 を取得するステ
ップと、
　

の差分を計算す
るステップと、
　 再生終了時刻の差分を埋めるオーディオパケットを生成するステップと、
　 第一のデータストリームの終端に 生成されたオーディオパケットを追加するス
テップと、
　 第二のデータストリームに多重化されたビデオパケット と

オーディオパケットの再生開始時刻 を取得するステ
ップと、
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前記第一のデータストリームに多重化されたビデオパケットの再生終了時刻と前記第一
のデータストリームに多重化されたオーディオパケットの再生終了時刻と

該
前記 前記

前記 の再生開始時刻 前記第二
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の差分を計算す

るステップと、
　 再生開始時刻の差分を埋めることができ、再生時にオーディオとして認識されないパ
ケットを生成するステップと、
　 第二のデータストリームに多重化された オーディオパケットのうち、

ビデオパケットの再生開始時刻より再生時刻が前
のオーディオパケットを 生成されたパケットで置換するステップと、
　 パケットを追加された第一のデータストリームの終端と、 オーディオパケット
を置換された第二のデータストリームの始端 を接続して、新たなデータストリームを作
成するステップと、
　 作成された新たなデータストリームを記録媒体に記録するステップ を有すること
を特徴とする 。
【請求項９】
　 第二のデータストリームのビデオパケットとオーディオパケットの再生開始時刻
の差分に相当するパケットを生成するステップで生成されるパケットはヌルパケットであ
ることを特徴とする請求項 記載の 。
【請求項１０】
　ビデオパケットとオーディオパケットが多重化された第一のデータストリームおよび第
二のデータストリームを記録媒体から読み出して入力するステップと、
　前記第二のデータストリームに多重化されたビデオパケットの再生開始時刻と前記第二
のデータストリームに多重化されたオーディオパケットの再生開始時刻とを取得するステ
ップと、
　前記第二のデータストリームに多重化されたビデオパケットの再生開始時刻と前記第二
のデータストリームに多重化されたオーディオパケットの再生開始時刻との差分を計算す
るステップと、
　該再生開始時刻の差分を埋めることができ、再生時にオーディオとして認識されないパ
ケットを生成するステップと、
　前記第二のデータストリームに多重化された前記オーディオパケットのうち、前記第二
のデータストリームに多重化された前記ビデオパケットの再生開始時刻より再生時刻が前
のオーディオパケットを前記生成されたパケットで置換するステップと、
　前記第二のデータストリームに多重化されたオーディオパケットを置換するステップに
おいて置換されたオーディオパケットをバッファに記録するステップと、
　前記第一のデータストリームの終端に前記バッファに記録されたオーディオパケットを
追加するステップとを有することを特徴とするデータ処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はストリームを記録するデータ記録媒体、データ記録装置、およびストリームの記
録方法を示したプログラムに関し、特に MPEG方式などのマルチメディアデータのデータ記
録媒体、データ記録装置、およびストリームの記録方法に関するプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
大容量の映像、音声情報をデジタルデータ化して記録、伝達する手法として、 MPEG(Movin
g Picture Experts Group)方式などの符号化方式が策定され、 ISO/IEC 11172規格や ISO/I
EC 13818規格として国際標準の符号化方式となっている。これらの方式はデジタル衛星放
送や DVDなどの符号化方式として採用され、現在ますます利用の範囲が広がり、身近なも
のとなってきている。
【０００３】
またデジタルビデオカメラの発達や、 DVD-RAM,DVD-RWなどの大容量の記録媒体の登場によ
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り、デジタル記録された映像や音声などの処理に対する要求が高まってきており、こうし
たデータの高速な検索、解析、編集に対する研究開発もさかんに行われている。
【０００４】
ISO/IEC 13818規格（以下、 MPEG-2規格）は ISO/IEC 13818-1規格（以下、システム規格）
、 ISO/IEC 13818-2規格（以下、ビデオ規格）、 ISO/IEC 13818-3規格（以下、オーディオ
規格）などからなり、システム規格によりビデオ規格、オーディオ規格のストリームが多
重化される構成となっている。ストリームとは、符号化された映像または音声の連続する
データを言う。ビデオのデータはピクチャ単位で符号化されるが、編集等を行う場合には
動き補償予測の単位である複数のピクチャからなるグループオブピクチャ（以下、 GOP）
を単位として扱われる。オーディオはオーディオアクセスユニット（以下、 AAU）を単位
として符号化される。このように符号化されたデータをエレメンタリーストリームと呼ぶ
。一般には、ビデオとオーディオのエレメンタリーストリームはそれぞれ独立してパケッ
ト化され多重化される。多重化には例えば、トランスポートストリーム (Transport Strea
m : TS)などが用いられる。多重化されたデータストリームを編集する場合には、ある GOP
の先頭を含むパケットから、次の GOPの先頭を含むパケットまでの連続するパケットのユ
ニット（以下、 VOBU）を単位として行われる。
【０００５】
MPEG-2規格では、データストリームを伝送、記録のために多重化する時、ビデオ規格、オ
ーディオ規格に準拠したエレメンタリーストリームをそれぞれ適当な長さに分割し、ヘッ
ダを付加することによってパケット化し、このパケット単位で多重化を行うことが決めら
れている。
【０００６】
その一方で、多重化ストリームをデコード側で分離し再生する場合には、ビデオとオーデ
ィオはそれぞれ別々のバッファに蓄えられるため、ビデオパケットとオーディオパケット
はそれぞれのバッファに適したタイミングで多重化されている。ビデオとオーディオを比
較すると、ビデオの方が同じ再生時間に対応するデータの量が多いため、データの復号に
より大きなバッファを必要とし、このため多重化ストリームではビデオパケットが先に多
重化され、オーディオパケットは遅延して多重化される。図２にこの多重化ストリームを
編集する様子を示す。編集点 (201)、すなわち VOBU境界でストリームを分割すると、前側
ストリーム (202)では、オーディオの再生終了時刻がビデオの再生終了時刻よりも早くな
り、後側ストリーム (203)では、ビデオの再生開始時刻がオーディオの再生開始時刻より
も早くなる。これによって再生時間のギャップ (204)が生じる。
【０００７】
ここで上記のようにして作成した前側ストリームと、別の箇所で作成した後側ストリーム
とを結合し、映像と音声が両方とも停止することなく滑らかに連続的に再生できるように
編集することを考える。前記のように再生することをシームレス再生と呼び、シームレス
再生できるように編集することをシームレス接続と呼ぶ。 MPEG-2規格では、シームレス接
続を行うためには、前側のストリームの末尾におけるビデオとオーディオの再生終了時刻
と、後側のストリームの先頭におけるビデオとオーディオの再生開始時刻が同一（少なく
とも 1AAUの再生時間以内）にならなければならないという条件がある。しかし、上記のよ
うに作成されたストリームでは、再生時刻のギャップのために、このままではシームレス
接続を行うことはできない。
【０００８】
従来の方式では、前側ストリームと後側ストリームについてパケットのヘッダを取り除い
てエレメンタリーストリームを取りだし、映像・音声をデコードした後に調整を行って再
エンコードし、再度パケット化して記録、あるいは別のストリームとして記録することに
より、連続的な再生を保証しシームレス接続を行っていた。
また、特開平１１－１１２９４４では、本局から伝送された放送ストリームに、中継局で
保持する放送ストリームを結合する際のオーディオギャップの調整方法について開示して
いる。この方法では、まず受信したトランスポートストリームから、ビデオとオーディオ
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のエレメンタリーストリームを分離し、中継局で保持するオーディオの再生時刻と、受信
したオーディオの再生時刻を比較し、オーディオのギャップが生じる場合には、無音オー
ディオアクセスユニットによって調節を行ったのち、パケット化し、多重化してトランス
ポートストリームを作成する。しかし、この方法は、エレメンタリーストリームに対して
処理を行うものであり、また、伝送されたストリームに対して他のストリームを結合し、
新規に記録、伝送する処理を行うものである。
また特開平９－３７２０４にも、エレメンタリーストリームでのデータ編集方法を開示し
ている。
しかしこれら従来の方法は、パケットからエレメンタリーストリームを取り出したり、デ
コード・再エンコードをする必要があり、また、媒体に記録されたデータに対して処理を
行う場合にはデータファイルを再配置する必要があるなど、処理量が非常に大きい方法で
あった。このために、既存の方式ではビデオカメラなどの小型の装置でシームレス接続処
理を行うことが非常に困難であった。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の目的は、多重化ストリーム 簡便な方法でストリームのビデオとオーデ
ィオの再生時刻のギャップを調整し、シームレス接続処理を可能に
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、

【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を図示により説明する。
【００１３】
図１に本発明によって作成される多重化ストリームの一実施例を示し、その特徴について
述べる。
【００１４】
同図を用いて本発明によってデータ記録媒体 (101)に記録されるデータ列 (102)の特徴につ
いて説明する。このデータ列は連続するパケット (104,105)から構成される多重化ストリ
ームである。ストリーム (103)とストリーム (104)は、それぞれ別々に記録されたストリー
ムから編集によって分割されて作成され、その後、後述の簡易シームレス接続処理が行わ
れたストリームである。多重化ストリームはビデオの格納されたビデオパケット (105)と
オーディオの格納されたオーディオパケット (106)からなるものとする。
【００１５】
後側のストリーム (104)は先頭部分について、シームレス接続処理前にはオーディオパケ
ットであった箇所がデコードする際にオーディオとして認識されないパケットで置換され
ている。このパケットは、例えば MPEG-2規格に定められる無効なパケットを示すヌル TSパ
ケットにソースパケットのヘッダを付加したヌルパケットでもよい。例えば、システム情
報のパケット等を用いてもよい。これにより、後側のストリームにおいて再生開始時刻が
ビデオに比べて早いために余分となっていたオーディオ (110)が削られ、ビデオとオーデ
ィオの再生開始時刻が同一になるように調整されている。
【００１６】
前側のストリーム (103)は末尾に無音オーディオパケット (107)からなるパケット列、また
は前記後側のストリーム (104)において置換されたオーディオパケットからなるパケット
列 (107)が付加されている。付加されるパケットは無音オーディオパケットが望ましいが
、オーディオパケットであれば本発明のシームレス接続は実現可能である。これにより、
前側のストリームにおいて再生終了時刻がビデオに比べて早いため、オーディオが足りな
いためにギャップとなっていた部分 (109)が無音オーディオ、または置換されたオーディ
オによって埋まり、ビデオとオーディオの再生終了時刻が同一になるように調整されてい
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することにある。

例えば特許請求の範囲に記載されるように構成すればよい
。



る。後側のストリームにおいて置換されたオーディオパケットの数が少ないために、前側
のストリームのオーディオギャップを埋めきれない場合には、無音オーディオパケットを
足すことによって調整してもよい。
【００１７】
以上のように、本発明によって処理された多重化ストリームはパケットを分解することな
く処理が行われ、パケットの追加および置換によってのみ処理されるので非常に簡単であ
り、記録媒体上の変更も最小限で済ませることができる。またこのようにしてシームレス
接続された多重化ストリームは、ビデオ及びオーディオのデータが途切れることがなく常
に連続してデコーダに到着するため、編集点においても映像・音声の再生が停止せず、滑
らかに再生される。
【００１８】
図４に本発明にて用いるパケットの例を示し、その特徴について述べる。
【００１９】
本発明では、再生時刻のデータが格納されているパケットを用いる。用いるパケットは、
一般的にヘッダとペイロードからなる。ヘッダにはペイロードに格納されるデータの特徴
を示すフラグが格納される。ここにはパケットの到着時刻やデータの再生時刻が記録され
ていてもよい。ペイロードには、ビデオやオーディオのエレメンタリーストリームが格納
される。ここにはエレメンタリーストリームを含むパケットを格納してもよい。例えば、
ソースパケット (401)や、 MPEG-2規格にて定められる TSパケット (402)、パック (403)等が
挙げられる。
【００２０】
ソースパケット (401)は、パケットヘッダ (404)と TSパケット (405)からなる。パケットヘ
ッダには、 TSパケット (405)をデコーダやネットワークに対して伝送するタイミングを指
定する時刻情報や、複製する時に用いるコピーライトの情報等が格納されている。 TSパケ
ット (405)については後述する。
【００２１】
TSパケット (402,405)は MPEG-2に定められるトランスポートストリームを伝送するための
パケットである。 TSパケットはヘッダ (406)とペイロード (407)からなる。ヘッダ (406)に
は、パケットの種類を表すための情報や、同期を取るための情報、優先度等を示す各種の
フラグ等が格納されている。パケットの処理タイミングを示す PCRも記録される。ペイロ
ード (407)にはビデオデータやオーディオデータがブロックに分割されて格納される。一
般的には、圧縮符号化されたビデオやオーディオのエレメンタリーストリームが PESパケ
ットに分割され、さらにこれが一定の長さのブロックに分割されてペイロードの部分に格
納される。
【００２２】
パック (403)は MPEG-2に定められるプログラムストリームを伝送するためのパケットであ
る。パック (403)はパックヘッダ (408)とペイロード (409)からなる。パックヘッダにはパ
ックの処理タイミングを示す SCRやパックの属性を示すフラグ等が格納されている。ペイ
ロード (409)にはビデオデータやオーディオデータが格納される。一般的にはビデオやオ
ーディオのエレメンタリーストリームが PESパケットに分割されてペイロードに格納され
る。
図５に本発明にて用いるストリームについて、エレメンタリーストリーム (ES)、パケタイ
ズドエレメンタリーストリーム (PES)、トランスポートストリーム (TS)の関係を示し、そ
の特徴について述べる。
【００２３】
ESはビデオの ESまたはオーディオの ESなどのように１種類のデータからなるストリームで
ある。具体的には、連続するアクセスユニット (501)からなる。アクセスユニットは ESの
一定時間の再生単位であり、ビデオではピクチャ、オーディオでは AAUに対応する。各ア
クセスユニットは一定の再生時間を持つ。ビデオの場合には、シーケンスヘッダ等のスト
リーム全体の情報を示すデータが付加される。
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【００２４】
PESは ESを適当な長さに分割し、 PESヘッダ (502)を付加して連続する PESパケット (503)と
して記録したストリームである。 PESヘッダには、 PESパケットに含まれるアクセスユニッ
トの再生時刻であるタイムスタンプが記録されている。タイムスタンプには、再生時刻を
示す PTS(Presentation Time Stamp)やデコード時刻を示す DTS(Decoding Time Stamp)があ
る。衛星放送等で用いられるストリームの場合には、アクセスユニット毎に PESヘッダを
付加して PESパケットを作成し、全ての PESヘッダにタイムスタンプが付加される。
【００２５】
TSは、 PESを適当な長さに分割したデータに TSパケットヘッダ (505)を付加し、連続する TS
パケットとして記録したストリームである。 TSパケット (504)は TSパケットヘッダ (505)と
ペイロード (506)からなる。一般に TSパケットは 188バイトの固定長である。 TSパケットヘ
ッダには、 PCR、 PID (Packet Identification)、そのパケット内にアクセスユニットの先
頭が存在するかどうかを示すフラグ、そのパケット内に PESパケットの先頭が存在するか
どうかを示すフラグ等が格納されている。ペイロードには PESが分割されて記録される。
一般に TSは複数の ESから得られたパケットによって構成されている。例えば、第一の ESを
含むパケット (504)と第二の ESを含む TSパケット (505)が多重化されて一つの TSとなる。 TS
パケットにさらにソースパケットヘッダを付加して、連続するソースパケットのストリー
ムを記録してもよい。
以下、ストリームとしてソースパケットストリームを用いた例について説明する。
図３に本発明におけるシームレス処理方法の一実施例を示し、その特徴について述べる。
シームレス処理は、２つのストリームを滑らかに再生できるように調整する処理である。
本発明では、再生時刻の情報を含む複数種類のパケットを多重化した２つのストリームを
シームレスに接続する。これは例えば、草野球の音声付き映像をビデオカメラにて撮影し
た時、ある打者のシーンだけを取り出して、シームレスに再生されるダイジェストクリッ
プを作成したい時などを想定できる。
【００２６】
ここでは、別々に記録した２つのストリームを、それぞれ VOBU境界にて分割・編集した場
合を説明する。編集されたストリーム (301)と編集されたストリーム (302)は、それぞれ別
々の多重化ストリームから前記の説明のように VOBU単位でのストリーム分割によって作成
されたストリームであって、前記の説明のように再生時に必要なバッファの大きさの違い
から、前側のストリーム (301)は、再生終了時刻がビデオよりオーディオの方が早く、後
側のストリーム (302)は、再生開始時刻がビデオよりオーディオの方が早くなっていると
する。また、これらは記録媒体上の別々の箇所にそれぞれファイルとして記録されている
とする。これらのストリームを滑らかに再生できるようにシームレス接続を行うとする。
ここでいうシームレス接続はビデオとオーディオが停止せずに滑らかに再生される状態を
言い、必ずしもデータがひと続きになっている必要はない。ここでは、シームレス接続を
行うためには、前側のストリーム (301)におけるビデオとオーディオの再生終了時刻の差
分が 1AAUの再生時間範囲以内であり、後側のストリーム (302)におけるビデオとオーディ
オの再生開始時刻の差分が 1AAUの再生時間範囲以内でなければならないとする。
【００２７】
そこでまず、後側のストリーム (302)における再生開始時刻の差分を調整する。ビデオと
オーディオの再生開始時刻の差分を計算し、これに該当する AAUの含まれるオーディオパ
ケットを特定する。そして該当するオーディオパケットをヌルパケット (304)で置換する
。これによりビデオより先に再生されるオーディオ (306)が削られ、再生開始時刻の差を 1
AAUの再生時間未満にすることができる。一般的には、一つのオーディオパケットに複数
の AAUが含まれることはないので、パケットの置換のみで処理が可能である。この処理は
ファイル全体のサイズを変更しないので、ファイル全体を別の場所に移動したりする必要
がない。パケットの置換を行う際に、取り除かれるオーディオパケットをバッファに保持
しておき、次の前側のストリームにおける再生終了時刻の調整に用いてもよい。
【００２８】
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次に、前側のストリーム (301)における再生終了時刻の差分を調整する。ビデオとオーデ
ィオの再生終了時刻の差分を計算し、この差分を埋めるのに必要な無音オーディオパケッ
トの数を決定する。そして無音オーディオパケット (303)をストリームの末尾に追加する
。これによりビデオより先に終了するオーディオに対して無音のオーディオ (305)が追加
され、再生終了時刻の差を 1AAUの再生時間未満にすることができる。この処理は既存のス
トリームの末尾にパケットを追加する処理だけなので、追加するパケットのスペースさえ
あればファイル全体を移動したりする必要がない。追加するパケットは無音オーディオパ
ケットでもよいし、前述の後側ストリーム (302)の処理によってバッファに蓄えられたオ
ーディオパケットでもよい。
【００２９】
これらの処理は、ストリーム (301)とストリーム (302)が分割による編集によって作成され
た時に行われてもよいし、これらのストリームをシームレス接続処理する際に行ってもよ
い。これらの処理により、再生開始時刻、再生終了時刻の調整が行われ、シームレス接続
処理が可能となる。
【００３０】
図６に本発明におけるシームレス処理フローの一例を示し、その特徴について述べる。
【００３１】
まずステップ (601)において、前側ストリームの編集処理を行う。この処理で、多重化ス
トリームを分割し、編集点以降のストリームを削除することで、ビデオよりもオーディオ
の再生終了時刻が早い前側ストリームを作成する。例えば、 VOBU境界で分割すると、前述
のように、前側ストリームではオーディオの再生終了時刻がビデオよりも早くなる。次に
ステップ (603)に進む。
【００３２】
一方、ステップ (602)では、後側ストリームの編集処理を行う。この処理で、多重化スト
リームを分割し、編集点以前のストリームを削除することで、ビデオよりもオーディオの
再生開始時刻が早い後側ストリームを作成する。例えば、 VOBU境界で分割すると、前述の
ように、後側ストリームではオーディオの再生開始時刻がビデオよりも早くなる。次にス
テップ (604)に進む。
【００３３】
ステップ (603)では、前側ストリームの時間計算処理を行う。前側ストリームの末尾にお
ける、ビデオとオーディオの再生終了時刻の差分を計算し、この差分を埋めるのに必要な
パケットの数を計算する。このパケットは無音オーディオパケットでもよい。本ステップ
の詳細については後述する。次にステップ (605)に進む。
【００３４】
ステップ (604)では、後側ストリームの時間計算処理を行う。後側ストリームの先頭にお
ける、ビデオとオーディオの再生開始時刻の差分を計算し、この差分を埋めるために置換
されるオーディオパケットの数、位置を計算する。本ステップの詳細については後述する
。次にステップ (605)に進む。
【００３５】
ステップ (601)と (603)および、 (602)と (604)は、同時並列的に行われてもよいし、どちら
かが先に行われて続けて他方が行われてもよい。ステップ (603)と (604)は、ステップ (601
)と (602)が行われてからすぐに行われてもよいし、ステップ (601)と (602)に対応する処理
が行われたストリームがすでに存在する場合には、これらに対してステップ (603)と (604)
の処理を行ってもよい。
【００３６】
ステップ (605)では、オーディオパケットの置換処理および追加処理を行う。ステップ (60
4)において計算された情報に基づき、後側ストリームの先頭付近にあるオーディオパケッ
トを置換し、ステップ (603)において計算された情報に基づき、前側ストリームにパケッ
トを追加する。置換するパケットはヌルパケットであってもよく、追加するパケットは無
音オーディオパケットでもよい。本ステップの詳細については後述する。次にステップ (6
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06)に進む。
【００３７】
ステップ (606)では、管理情報の処理を行う。管理情報は、多重化ストリームに関連する
情報を管理するための情報であり、システムのメモリ上や記録媒体上のファイルに記録さ
れる。前側ストリームと後側ストリームがそれぞれ管理情報ファイルを記録媒体上にもっ
ているとすると、これらの管理情報ファイル内には、ストリームのパケットの数、ビデオ
とオーディオの再生開始時刻、再生終了時刻、ストリームの先頭アドレス、終了アドレス
、ビデオの解像度、ビットレート、オーディオのサンプリングレート、ビットレート等が
格納されている。前記のオーディオパケット追加処理や置換処理によって、ビデオやオー
ディオの再生開始時刻や再生終了時刻、ストリームの終了アドレス等の情報が変化するた
め、これらの情報を更新する必要がある。また、これらのストリームがシームレスに接続
可能かどうか、シームレス接続が可能な場合には、どのストリーム同士をシームレスに接
続して再生するのか、についての情報も管理情報に格納される。シームレス接続処理を行
った場合には、管理情報に格納されたこれらの情報を更新することによって、再生時にス
トリームがシームレスに再生されるようになる。以上のステップでシームレス接続処理が
終了する。
【００３８】
図７に前側ストリームの時間計算処理の詳細を示す。これはステップ (603)を詳しく示し
たものである。本ステップでは、前側ストリームにおける、ビデオとオーディオの再生終
了時刻の差分を計算する。
【００３９】
ステップ (701)では、前側ストリームの終端から先頭に向けてパケットをサーチしながら
チェックし、ヘッダの情報等を取得する。例えば、ソースパケットストリームであれば、
ヘッダが 4バイト、 TSパケットが 188バイトの固定長であるので、終端から 192バイトずつ
戻りながらパケットをチェックすればよい。ソースパケットのヘッダや TSパケットのヘッ
ダから、パケットの到着時刻、 PCR、 PIDを取得する。 PCRは TSパケットがデコーダバッフ
ァに到着する時刻を示す情報である。 PIDはパケットの種類を特定するための情報である
。 PIDからパケットがビデオパケットかオーディオパケットか、その他のパケットかを判
別できる。 PIDからパケットを判別するには、予め PSI(Program Specific Information)を
取得しておく必要がある。これはストリーム中の PSI用の PIDを持つパケットに記録されて
いるか、管理情報が保持している。終端部からサーチしている時に PSIパケットを判別し
て PSIを取得してもよいし、ストリームの先頭部分にある PSIパケットを用いてもよい。 PS
Iは、多重化ストリームに含まれているパケットやエレメンタリーストリームの特徴を記
述した情報の総称である。 PSIは、 PAT(Program Association Table)と PMT(Program Map T
able)によってストリームを管理している。 PATには多重化ストリームに含まれる映像や音
声のまとまりであるプログラムに関する情報が記述されている。 PMTにはそれぞれのプロ
グラムの内容が記述されており、ビデオパケットやオーディオパケットの情報が格納され
ている。 PMTには、ビデオパケットの PIDと、オーディオパケットの PIDが書かれており、
これによってビデオパケットとオーディオパケットを判別することができる。次にステッ
プ (702)に進む。
【００４０】
ステップ (702)では、ビデオまたはオーディオの再生時刻の情報を取得する。例えば、タ
イムスタンプ、ピクチャ、 AAUを検出する。前記ステップ (701)において、ビデオパケット
かオーディオパケットかの判別が行われ、ヘッダの情報が取得された。ここで、 TSパケッ
トヘッダのフラグから PESパケットの先頭を含むと判定された場合には、 PESパケットヘッ
ダからタイムスタンプを取得する。タイムスタンプは PESパケット内で次に現れるアクセ
スユニットの再生時刻を示す。また、 TSパケットヘッダのフラグからアクセスユニットの
先頭を含むと判定された場合には、パケット内にあるアクセスユニットの先頭をチェック
し、アクセスユニットの数をカウントしておく。またビデオの場合には、ピクチャのタイ
プと再生順序の情報も取得しておく。これらの情報を元に、次のステップ (703)に進み、
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再生終了時刻を決定する。
【００４１】
ステップ (703)では、ビデオ及びオーディオについて、それぞれの再生時刻の情報をもと
に再生終了時刻の計算と判定を行う。
【００４２】
まずオーディオの再生終了時刻の判定方法を示す。前述の 1アクセスユニット毎に PESパケ
ット化され、ソースパケットとして多重化されたストリームを考える。この場合、最後の
アクセスユニット (AAU)の先頭を含むソースパケットに PESパケットの先頭が含まれ、タイ
ムスタンプが記録されている。つまり、再生終了時刻を求めるには、まずストリーム終端
から各パケットをチェックし、 TSパケットヘッダに PESパケットの先頭の存在を示すフラ
グが立っているパケットを見つける。そして、 PESパケットヘッダからタイムスタンプを
取りだし、これに 1アクセスユニットの再生時間をたせば、再生終了時刻が得られる。一
方、 1つの PESパケットに複数の AAUが含まれるようにして多重化されているストリームも
ある。この場合には、まずストリーム終端から、 TSパケットヘッダにアクセスユニットの
先頭の存在を示すフラグが立っているパケットの数をカウントしながらチェックを行い、
PESヘッダの先頭を含むパケットを見つける。再生終了時刻は、この PESヘッダから得られ
るタイムスタンプにストリーム末尾までのアクセスユニットの再生時間をたしたものとな
る。
【００４３】
次にビデオの再生終了時刻の判定方法を示す。ビデオの再生終了時刻は、最後に表示され
るピクチャの再生時刻にピクチャの再生時間をたしたものである。 MPEG-2のビデオの場合
には、ストリームに格納されているピクチャの順番が再生する順番とは異なるため、必ず
しも最後のアクセスユニットが最後に再生されるピクチャとはならない。つまりビデオの
場合には、ピクチャのタイプとピクチャの再生順序を考慮して最後に再生するピクチャを
判定する。例えば、ストリーム終端からピクチャをチェックし、ストリームの最後の Iピ
クチャまたは Pピクチャの先頭を見つけ、これを含む PESパケットのタイムスタンプから、
最後の Iピクチャまたは Pピクチャの再生時刻を取得し、これにピクチャの再生時間を足す
ことによって再生終了時刻を得る。
【００４４】
ビデオ、オーディオに関して再生終了時刻を取得できた場合にはステップ (704)に進む。
これらを取得できるまでは、ステップ (701)に戻って上記のステップを繰り返す。
【００４５】
ステップ (704)では、ビデオとオーディオの再生終了時刻の差分を計算する。以上の処理
によって、前側ストリームの時間計算処理が終了する。
【００４６】
図８に後側ストリームの時間計算処理の詳細を示す。これはステップ (604)を詳しく示し
たものである。本ステップでは、後側ストリームにおける、ビデオとオーディオの再生開
始時刻の差分を計算する。
【００４７】
ステップ (801)では、後側ストリームの先頭からパケットをサーチしながらチェックし、
ヘッダの情報等を取得する。ソースパケットのヘッダや TSパケットのヘッダから、パケッ
トの到着時刻、 PCR、 PIDを取得する。 PIDからパケットがビデオパケットかオーディオパ
ケットか、その他のパケットかを判別できる。判別方法は前述の通り。次にステップ (802
)に進む。
【００４８】
ステップ (802)では、ビデオまたはオーディオの再生時刻の情報を取得する。例えば、タ
イムスタンプ、ピクチャ、 AAUを検出する。検出方法は前述のステップ (702)で用いる方法
と同様である。ここで取得した情報を元に、次のステップ (803)において、ビデオとオー
ディオの再生開始時刻を決定する。
【００４９】
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ステップ (803)では、ビデオ及びオーディオについて、それぞれの再生時刻の情報をもと
に再生開始時刻の計算と判定を行う。
【００５０】
まずオーディオの再生開始時刻の判定方法を示す。 1アクセスユニット毎に PESパケット化
されたストリームでは、前記と同様の手法で最初の PESパケットを見つけることにより、
タイムスタンプを取得することができ、これが再生開始時刻となる。一方、 1つの PESパケ
ットに複数の AAUが含まれるストリームでは、前記と同様に、最初のタイムスタンプが得
られるまで AAUの数をカウントし、最初のタイムスタンプから AAUの数だけ再生時間をマイ
ナスすることにより、再生開始時刻を得られる。
【００５１】
次にビデオの再生開始時刻の判定方法を示す。ビデオの再生開始時刻は、最初に表示され
るピクチャの再生時刻である。前記のように MPEG-2のビデオの場合には、ストリームに格
納されているピクチャの順番が再生する順番とは異なるため、必ずしも最初のアクセスユ
ニットが最初に再生されるピクチャとはならない。 1アクセスユニット毎に PESパケット化
されたストリームでは、ピクチャの再生順序の数値を比較し、最も小さい値を持つピクチ
ャのタイムスタンプを再生開始時刻とする。
【００５２】
ビデオ、オーディオに関して再生開始時刻を取得できた場合にはステップ (804)に進む。
これらを取得できるまでは、ステップ (801)に戻って上記のステップを繰り返す。ビデオ
とオーディオの再生開始時刻を取得した時、先頭のアクセスユニットを含むビデオパケッ
トとオーディオパケットのアドレス、または先頭からのパケット数を保持しておいてもよ
い。
【００５３】
ステップ (804)では、ビデオとオーディオの再生開始時刻の差分を計算する。以上の処理
によって、後側ストリームの時間計算処理が終了する。
【００５４】
図９にオーディオパケットの置換処理および追加処理の詳細を示す。これはステップ (605
)を詳しく示したものである。本ステップは、後側ストリームの先頭部にあるオーディオ
パケットを置換する処理であるステップ (907)と、前側ストリームにオーディオパケット
を追加する処理であるステップ (908)に分けられる。これらのステップは同時並列的に行
われてもよいし、連続的に行われてもよい。またどちらか一方だけの処理を行ってもよい
。
【００５５】
ステップ (901)では、後側ストリームについて、オーディオパケットのサーチを行う。前
述のステップ (604)において得られた情報、例えばオーディオの再生開始時刻と先頭のパ
ケット位置等から、ビデオ再生開始時刻よりも前にあるオーディオパケットを特定する。
次にステップ (909)に進む。
【００５６】
ステップ (909)では、後ろ側ストリームの再生開始時刻の差分に相当する長さのパケット
を作成する。このパケットは例えばヌルパケットでもよいし、無効な PSIを含むパケット
などでもよい。次にステップ (902)に進む。
【００５７】
ステップ (902)では、ビデオ再生開始時刻よりも前にあるオーディオパケットを置換する
。置換するパケットは、ヌルパケットでもよく、無効な PSIを含むパケットなどを用いて
もよい。オーディオパケットをヌルパケットに置換することによって、ビデオに先行する
オーディオが削除され、ビデオとオーディオの再生開始時刻の差分を縮めることができる
。置換したオーディオパケットは捨ててしまってもよいし、バッファに保持しておいてス
テップ (908)におけるオーディオの追加処理に用いてもよい。オーディオパケットの途中
に AAUの先頭がある場合には、 AAUの先頭以前にあるデータを捨てた新しいオーディオパケ
ットを作成し、これに置き換えてもよい。ソースパケットのヘッダにおける到着時刻の情
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報は、オーディオパケットにつけられているヘッダの値をヌルパケットにそのまま用いて
もよいし、受信側のバッファに問題が生じないように再計算して値をつけなおしてもよい
。次にステップ (903)に進む。
【００５８】
ステップ (903)では、ビデオとオーディオの再生開始時刻が揃ったかどうかを判定し、揃
った場合はステップ (904)に進み、そうでない場合にはステップ (901)に戻り置換処理を続
ける。判定はオーディオのタイムスタンプを基準に行う。次に置換処理を行うオーディオ
パケットが AAUの先頭を含み、この AAUの再生時刻が、 (ビデオの再生開始時刻　－　 AAUの
再生時間 )の値よりも大きい、または、ビデオの再生開始時刻と同じ、または、 (ビデオの
再生開始時刻　＋　 AAUの再生時間 )の値よりも小さい、と判定されるとき、ビデオとオー
ディオの再生開始時刻が揃ったとする。上記の判定式のうちいずれかまたは複数を用いれ
ばよい。
【００５９】
ステップ (904)では、前側ストリームに追加するオーディオパケットの記録スペースをチ
ェックする。記録スペースは前側ストリームと連続した位置にある必要はないが、シーム
レスに再生を行う時に、連続的にデータが読み出せるようにドライブのバッファの条件を
考慮して記録位置を決める。次にステップ (905)に進む。
【００６０】
ステップ (905)では、ビデオとオーディオの再生終了時刻の差分から、付加するオーディ
オパケットの数、 PCR、タイムスタンプ、データアドレスを計算する。付加する無音オー
ディオパケットは、パケット内部に無音 AAU、または、ダミー AAUの一部を含む。無音 AAU
はデコーダによって音声が出力されない AAUである。ダミー AAUはデコーダによって無視さ
れる AAUである。これらの AAUは音声が再生されないが、再生時間は規定される。これらの
AAUの再生時間は、前側ストリームに含まれる通常の AAUの再生時間と同じになるようにす
る。無音 AAU、ダミー AAUを PESパケット化してタイムスタンプを付加する時も、通常の AAU
と同様にして再生時刻を決定すればよい。付加する無音オーディオパケットの数は、
(ビデオとオーディオの再生終了時刻の差分　÷　無音 AAUの再生時間 )
とする。端数は切り上げるか切り捨てるかする。必要に応じて、前側ストリームと連続と
なるように PCRの値やパケットの到着時刻を決定して格納する。無音オーディオパケット
の代わりに、ステップ (902)においてバッファに保持された後側ストリームのオーディオ
パケットを用いてもよい。この場合、後ろ側ストリームで置換されたオーディオパケット
の分の音声を失わずに再生することができる。付加するオーディオパケットの数等は、無
音オーディオパケットと同じ方法を用いて求める。バッファに保持したオーディオパケッ
トの数が少なければ無音オーディオパケットを追加し、多ければ捨てる。次にステップ (9
10)に進む。
【００６１】
ステップ (910)では、前側ストリームの再生終了時刻の差分に相当する長さのオーディオ
パケットを作成する。このオーディオパケットは無音オーディオパケットでもよい。次に
ステップ (906)に進む。
【００６２】
ステップ (906)では、前側ストリームの末尾にオーディオパケットを追加記録する。追加
するパケットは無音オーディオパケットでもよい。前述のステップにおいてチェックした
記録媒体上の位置にスペースを確保し、計算された数の無音オーディオパケットを作成し
て記録する。無音オーディオパケットの代わりにステップ (902)においてバッファに保持
された後側ストリームのオーディオパケットを用いてもよい。 AAUの先頭を含む PESパケッ
トにはタイムスタンプを記録する。ソースパケットのヘッダにおける到着時刻の情報は、
前側ストリームの末尾と連続となるように設定し記録する。必要に応じて PCRも TSパケッ
ト内に記録する。この処理により、前側ストリームのオーディオ再生終了時刻が付加した
オーディオパケット分だけ延長され、ビデオとオーディオの再生終了時刻を揃えることが
できる。
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【００６３】
図１０に本発明で用いるデータ記録装置の一構成例を示し、その特徴について述べる。
【００６４】
データ記録装置は、データ記録媒体 (1001)、ドライブ装置 (1002)、コントローラ (1003)、
メモリ (1004)、時間計算処理部 (1005)、パケット処理部 (1006)からなる。コントローラ (1
003)、時間計算処理部 (1005)、パケット処理部 (1006)、をまとめて演算装置 (1007)とする
。
【００６５】
データ記録媒体 (1001)は、前記ストリームや管理情報を記録するための媒体である。記録
媒体にはハードディスク、 DVD-RAM、 DVD-RW、 DVD-R、青色レーザを用いた高密度ディスク
などのディスク媒体や、 D-VHSなどで用いられるテープ媒体、半導体メモリなどのメモリ
媒体などがある。
【００６６】
ドライブ装置 (1002)は、前記データ記録媒体を駆動し、読み取るための装置である。ディ
スクドライブ装置、テープドライブ装置などがある。
【００６７】
コントローラ (1003)は、入出力情報の管理を行う。ドライブ装置 (1002)から読み取られる
記録媒体 (1001)上のストリームや管理情報をメモリ (1004)に格納したり、演算装置 (1007)
にストリーム・管理情報を渡したり、計算結果をメモリ (1004)に格納したりする。
【００６８】
メモリ (1004)はストリーム、管理情報、計算結果等を格納するための手段である。ストリ
ームのバッファとして機能したり、様々な計算処理の中間出力、結果出力を格納したりす
る。
【００６９】
時間計算処理部 (1005)は、コントローラ (1003)の指示に従い、ストリームの再生時刻に関
する計算処理を行う。ビデオとオーディオのタイムスタンプの比較をしたり、バッファに
対する出力タイミングを計算したりする。
【００７０】
パケット処理部 (1006)は、コントローラ (1003)の指示に従い、パケットの内容解析処理、
作成処理を行う。パケットからフラグやタイムスタンプ等のデータを抽出して時間計算処
理部 (1005)に渡したり、無音オーディオパケットを作成して格納したりする。
【００７１】
図１０に示したデータ記録装置は説明のために機能毎に各手段を記述したが、これらの手
段はコンピュータチップ上にまとめて実装されたり、ソフトウェアによって実現されたり
してもよい。実際にはこれらの手段はビデオカメラ、ビデオデッキ、 PCソフトウェアの一
部として実現される。
【００７２】
図１１に本発明で用いるビデオカメラの一構成例を示し、その特徴について述べる。
【００７３】
データ記録媒体 (1001)、ドライブ装置 (1002)、コントローラ (1003)、メモリ (1004)につい
ては、前述のデータ記録装置と同様である。ストリームの編集を行う手段である、時間計
算処理部 (1005)とパケット処理部 (1006)については、終了時刻調整部 (1104)、開始時刻調
整部 (1105)、ストリーム切断部 (1106)、ストリーム結合部 (1107)、パケット生成部 (1108)
に分けて詳しく説明する。また、カメラの機能を実現するために、撮像部 (1101)、音声入
力部 (1102)、コーデック・再生部 (1103)を持つ。
【００７４】
撮像部 (1101)は、レンズ、 CCD等を通して映像を入力する手段である。コントローラ (1003
)の指示に従って映像をデータ化し、演算装置 (1007)に取りこむ働きをする。
【００７５】
音声入力部 (1102)は、マイク等を通して音声を入力する手段である。コントローラ (1003)
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の指示に従って音声をデータ化し、演算装置 (1007)に取りこむ働きをする。
【００７６】
コーデック・再生部 (1103)は、映像と音声の符号化と復号化を行う。コントローラ (1003)
の指示に従って、撮像部 (1101)や音声入力部 (1102)から入力された映像、音声情報に対し
て、 MPEG-2規格等に準拠した圧縮符号化を行う。符号化によって作成されたストリームは
、コントローラ (1003)の指示に従って記録媒体 (1001)に記録される。一方、復号化の処理
では、コントローラ (1003)の指示に従って記録媒体 (1001)に記録された映像音声ストリー
ムを読み出し、圧縮符号化されたデータを復号化し、映像や音声として再生する。再生さ
れた映像や音声は、ビデオカメラに内蔵されているモニタやスピーカによって出力されて
もよいし、ビデオカメラに接続された外部のモニタやスピーカによって出力されてもよい
。
【００７７】
終了時刻調整部 (1104)は、編集処理を行う時に、前側ストリームの再生終了時刻に関する
時間計算処理を行う。特に、前側ストリームの末尾における、ビデオとオーディオの再生
終了時刻の差分を計算し、この差分を埋めるのに必要な無音オーディオパケットの数を計
算する。これは前述のステップ (603)を実現するための手段である。
【００７８】
開始時刻調整部 (1105)は、編集処理を行う時に、後側ストリームの再生開始時刻に関する
時間計算処理を行う。特に、後側ストリームの先頭における、ビデオとオーディオの再生
開始時刻の差分を計算し、この差分を埋めるために置換するオーディオパケットの数、位
置を計算する。これは前述のステップ (604)を実現するための手段である。
【００７９】
ストリーム切断部 (1106)は、コントローラ (1003)の指示に従い、多重化ストリームの分割
処理を行う。 VOBU境界で多重化ストリームを分割し、編集点以降のストリームを削除して
前側ストリームを作成したり、編集点以前のストリームを削除して後側ストリームを作成
したりする。これは前述のステップ (601)、 (602)を実現するための手段である。
【００８０】
ストリーム結合部 (1107)は、終了時刻調整部 (1104)および開始時刻調整部 (1105)からの情
報と、パケット生成部 (1108)によって作成されたパケットデータを元に、コントローラ (1
003)の指示に従って、分割された多重化ストリームを結合する処理を行う。これは、前述
のステップ (605)及びステップ (606)に示される、オーディオパケットの置換・追加処理と
、管理情報の調整処理を行う手段である。
【００８１】
パケット生成部 (1108)は、コントローラ (1003)の指示に従い、ヌルパケットや無音オーデ
ィオパケットの作成を行う。
【００８２】
図１１に示したビデオカメラは説明のために機能毎に各手段を記述したが、これらの手段
はコンピュータチップ上にまとめて実装されたり、ソフトウェアによって実現されたりし
てもよい。
【００８３】
なお、前記実施例では MPEG-2規格や ARIB規格などを例に挙げて説明してきたが、本発明は
これに限定されるわけではない。
【００８４】
【発明の効果】
本発明により、分割された２つの多重化ストリームを連続再生可能なように接続する時に
、パケットの分解やデータファイルの再配置を行うことなく、パケットの追加処理、及び
置換処理によって、簡単にビデオとオーディオの再生時刻のギャップを調整し、シームレ
スに再生が可能な多重化ストリームを作成することができる。
【００８５】
また本発明では、デコードやエンコードを行う必要がないので、これらを行う場合に比べ
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て処理量が少なくて済み、処理能力の高い演算装置は必要なく、バッファの容量も小さく
することができる。
これによって、多重化ストリームの高度な編集が簡単にできるようになり、編集装置を簡
略化させ、回路規模を縮小させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明で用いる多重化ストリームの一実施例の説明図である。
【図２】多重化ストリームの編集方法の説明図である。
【図３】本発明で用いるシームレス接続処理方法の一実施例の説明図である。
【図４】本発明で用いるパケットの説明図である。
【図５】本発明で用いる多重化ストリームの構成を説明した図である。
【図６】本発明で用いるシームレス接続処理方法の一実施例の説明図である。
【図７】本発明で用いるシームレス接続処理方法の一実施例を詳しく示した図である。
【図８】本発明で用いるシームレス接続処理方法の一実施例を詳しく示した図である。
【図９】本発明で用いるシームレス接続処理方法の一実施例を詳しく示した図である。
【図１０】本発明で用いるデータ記録装置の一実施例の構成図である。
【図１１】本発明で用いるビデオカメラの一実施例の構成図である。
【符号の説明】
101…データ記録媒体 ;102…データ列 ;103,104…多重化ストリーム ;105…ビデオパケット ;
106…オーディオパケット ;107…追加されたパケット ;108…置換されたパケット ;109,305
…追加されたオーディオ時間 ;110,306…削除されたオーディオ時間 ;201…編集点 ;202…前
側ストリーム ;203…後側ストリーム ;204…ギャップ ;301,302…編集されたストリーム ;303
…無音オーディオパケット ;304…ヌルパケット ;401…ソースパケット ;402,405… TSパケッ
ト ;403…パック ;404…パケットヘッダ ;406…ヘッダ ;407…ペイロード ;408…パックヘッダ
;409…ペイロード ;501…アクセスユニット ;502… PESヘッダ ;503… PESパケット ;504… TSパ
ケットヘッダ、ソースパケットヘッダ ;505… TSパケット、ソースパケット ; 601,602,603,
604,605,606,701,702,703,704,801,802,803,804,901,902,903,904,905,906,907,908,909,
910…ステップ ;1001…記録媒体 ;1002…ドライブ装置 ;1003…コントローラ ;1004…メモリ ;
1005…時間計算処理部 ;1006…パケット処理部 ;1007…演算装置 ;1101…撮像部 ;1102…音声
入力部 ;1103…コーデック・再生部 ;1104…終了時刻調整部 ;1105…開始時刻調整部 ;1106…
ストリーム切断部 ;1107…ストリーム結合部 ;1108…パケット生成部。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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